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恵那西中学校

　恵那西中学校は、昭和５４年の開校以来、｢自
律  創造 ｣を校訓として、地域の皆さんの高い教
育熱に支えられ、先進的な教育実践を積み重ね
てきました。特に平成１８年度からは、東濃地区
教育推進協議会から「研修校」に指定され、教
科研究を中心に、地域のモデル校としての歩み
を進めています。
　本年度は「夢の共有と校訓の具現」を合言葉
として、「確かな学力を育てる授業、自治をめざ
す生徒会活動、地域とともに歩む学校づくり」を
柱に取り組んでいます。　

☆確かな学力の育成を目指します

　確かな学力を育てていくため、互いの思いを
伝え合い、受け止め合う授業を目指しています。
そして自分の伸びが実感できるよう、互いに認
め合い、励まし合う場面も大切にしています。
また岐阜県が行う「学習状況調査」の結果を分
析しながら、個に応じたきめ細かな指導を繰り
返しています。

☆生徒自らの自治活動を目指します

　生徒会を中心に、「ＰＯＷＥＲ～新たなる挑戦
～」をスローガンとして、自分たちの問題を自分
たちで解決していこうと、さまざまな取り組み
を始めています。
　具体的には、自律を目指した「ノーチャイム運
動」や「真心清掃」、和を広げる「あいさつ運動」
や「一つ拾えば一つ美しくなる運動」などを行っ

ています。
　生徒会執行部が発案し、生徒総会で活発な意
見交流をする中で、ボランティア活動の取り組
みも行いました。　５月１９日には、呼び掛けに
賛同した３８人の生徒が、槙ケ根体育センター
（旧勤労者体育センター）横の自転車置き場の柱
などに、半日かけてペンキを塗りました。

☆地域ともに歩む学校を目指します

　ＰＴＡ役員が中心となって行ったあいさつ運
動「ふれ愛週間」では、５日間で延べ９５人の方
が校門や交差点に立って、生徒の登校を見守っ
てくださいました。このほか｢コールウエスト｣
という母親合唱団などのＰＴＡ活動は長年続け
られており、平成１７年度には文部科学大臣賞を
受賞しています。
　また保護者や地域の皆さんからは、継続的な
アドバイスや、地域講師として「生き方講話」
をしていただいています。今後も「地域に開か
れた活力ある学校」を創造していきます。市民
の皆様方のご支援ご協力をよろしくお願い致し
ます。

生徒数　４９７人　学級数　１５学級
恵那市長島町中野１２６９番地２６１
�２５-５２４５（代）学校ホームページ http://www.ena-gif.ed.jp/


